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1. 2023年3月期の連結業績（2022年4月1日～2023年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期 62,882 5.1 5,056 △13.7 5,730 △12.0 4,132 △4.5

2022年3月期 59,853 13.0 5,861 86.8 6,514 73.2 4,325 71.3

（注）包括利益 2023年3月期　　5,574百万円 （△3.3％） 2022年3月期　　5,765百万円 （78.9％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年3月期 132.44 ― 6.1 6.6 8.0

2022年3月期 137.58 ― 6.8 7.8 9.8

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期 86,991 69,589 79.3 2,214.78

2022年3月期 85,530 66,591 77.2 2,090.62

（参考） 自己資本 2023年3月期 68,949百万円 2022年3月期 66,002百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2023年3月期 7,987 △2,200 △4,071 22,597

2022年3月期 5,850 △3,142 △3,363 20,337

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年3月期 ― 25.00 ― 30.00 55.00 1,764 40.0 2.7

2023年3月期 ― 27.00 ― 28.00 55.00 1,730 41.5 2.6

2024年3月期(予想) ― 35.00 ― 35.00 70.00 50.0

3. 2024年 3月期の連結業績予想（2023年 4月 1日～2024年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 31,900 11.4 2,650 55.6 2,800 28.7 2,000 85.6 64.63

通期 67,500 7.3 6,100 20.6 6,350 10.8 4,300 4.1 139.92



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期 34,300,505 株 2022年3月期 34,300,505 株

② 期末自己株式数 2023年3月期 3,168,951 株 2022年3月期 2,729,801 株

③ 期中平均株式数 2023年3月期 31,200,015 株 2022年3月期 31,440,271 株

（参考）個別業績の概要

2023年3月期の個別業績（2022年4月1日～2023年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期 37,563 △2.0 1,718 △47.3 4,740 △14.9 4,173 △1.1

2022年3月期 38,346 15.1 3,258 97.7 5,569 35.8 4,220 28.0

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期 133.77 ―

2022年3月期 134.25 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期 65,758 50,778 77.2 1,631.09

2022年3月期 66,342 49,020 73.9 1,552.73

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．経営成績等の概況　（１）経営成績に関する分析　２ 2024年３月期見通し」をご覧くだ

さい。
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１．経営成績等の概況

（1）経営成績に関する分析

①当期の経営成績

当連結会計年度における国内経済は、新型コロナウイルス感染症による経済活動の制限緩和を背景に４月以降は

景気が持ち直しつつありましたが、７月以降の第７波・第８波による感染再拡大をはじめ、ロシア・ウクライナ情

勢に起因した原材料費、エネルギー価格の高騰、さらには為替相場の急激な変動などもあり先行き不透明な状況が

続いております。このような環境にあって、当企業グループは2021年度を起点とする中期経営計画（2021年度～

2023年度）の２年目にあり、選択と集中による経営資源の有効活用と成長市場への取り組みを一層強化し、計画で

定めた目標実現に向けグループ全体で取り組んでまいりました。

この結果、当連結会計年度の売上高は62,882百万円（前期比5.1％増）、営業利益は5,056百万円（前期比13.7％

減）、経常利益は5,730百万円（前期比12.0％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は4,132百万円（前期比

4.5％減)となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

＜軸受機器＞

一般産業向け製品は、国内製造業の生産持ち直しから工作機械向けを中心に堅調な売上となりました。自動車向

け製品は、上期における中国上海市のロックダウンや、半導体不足に伴う欧米、日本国内の自動車減産の影響を受

けましたが、インド・アセアン地域向けの需要が回復したことに加え、円安の影響を受けたことにより前年同期を

上回る売上となりました。利益については、原材料費やエネルギー価格の高騰が利益を圧迫したものの、販売価格

への転嫁と固定費の抑制を進めたことなどにより、軸受機器セグメント全体の利益は前年同期を上回ることができ

ました。

この結果、軸受機器セグメントの売上高は43,881百万円（前期比9.0％増）、セグメント利益は3,008百万円（前

期比1.1％増）となりました。

＜構造機器＞

建築向け製品は都市再開発物件やロジスティクスセンター向けなどが前年度に引き続き堅調に推移しました。橋

梁向け製品は計画していた海外物件が完工するなどして売上、利益に貢献しました。しかしながら、前年度と比較

すると大型物件の減少が影響し、高利益率を確保したものの構造機器セグメント全体では前年同期を下回る売上、

利益となりました。

この結果、構造機器セグメントの売上高は11,375百万円（前期比7.6％減）、セグメント利益は1,512百万円（前

期比40.0％減）となりました。

＜建築機器＞

住宅用製品は新設住宅戸数の減少の影響を受け、売上、利益ともに前年同期を下回りましたが、ビル用製品で

は、主力製品である排煙・換気装置ウィンドウオペレーターの新築向けが好調に推移し、前年同期を上回る売上、

利益となりました。

この結果、建築機器セグメントの売上高は6,132百万円（前期比5.9％増）、セグメント利益は487百万円（前期

比42.2％増）となりました。

なお、地域に関する情報のうち顧客の所在地を基礎とした売上高は、日本向けが40,199百万円（連結売上高に占

める割合は63.9％）、北米向けが4,032百万円（同6.4％）、欧州向けが3,060百万円（同4.9％）、アジア向けが

14,183百万円（同22.6％）、その他の地域向けが1,405百万円（同2.2％）となり、海外向けの合計は前期の19,498

百万円（同32.6％）より16.3％増加し、22,682百万円（同36.1％）となりました。
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＜業績等の予想に関する注意事項＞

この資料に記載されております業績等の予想数字につきましては、現時点で得られた情報に基づいて算出

しておりますが、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化などにより、この資

料に記載されている予想とは異なる場合があります。

②2024年３月期見通し

軸受機器事業の一般産業向けでは、成長市場である半導体製造装置や再生可能エネルギー分野に向けた製品開

発、営業活動を一層強化し事業の拡大に努めてまいります。自動車向けでは自動車生産台数は一定の回復が期待で

き、国内、海外向けともに堅調な需要の推移を見込んでおります。加えて、電気自動車、自動運転など新たな分野

への製品、技術提案を一層強化してまいります。構造機器事業では橋梁向けでは耐震補強関連の増加を見込んでお

り、建築向けでは引き続きロジスティクスセンター向けの需要が堅調に推移すると見込んでおります。建築機器事

業においては引き続き新築建物向け製品は底堅く推移すると見込んでおります。

これら見通しのもと施策を確実に実行していくとともに、将来の成長を目標とした設備投資や研究開発投資、人

材育成投資を積極的に行っていく予定です。

以上から、2024年３月期の当企業グループ全体の業績予想は、売上高は67,500百万円、営業利益は6,100百万

円、経常利益は6,350百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は4,300百万円を予想しております。

セグメント別につきましては、軸受機器の一般産業向け事業では売上高15,000百万円、営業利益1,150百万円、

自動車向け事業では売上高32,000百万円、営業利益2,850百万円、構造機器事業では、売上高11,900百万円、営業

利益1,600百万円、建築機器事業では、売上高6,350百万円、営業利益460百万円を予想しております。

なお、当業績予想に大きな変動が見込まれる場合には業績予想を修正し、速やかに公表してまいります。

（2）財政状態に関する分析

①当連結会計年度末の資産の状況

・総資産…………86,991百万円（前連結会計年度末比1,460百万円増加）

・純資産…………69,589百万円（前連結会計年度末比2,998百万円増加）

・自己資本比率…79.3％      （前連結会計年度末比2.1ポイント増加）

当連結会計年度末は、前連結会計年度末に比べ総資産は1,460百万円の増加となりました。その主な要因は次の

とおりであります。

流動資産は、現金及び預金2,282百万円の増加、受取手形及び売掛金1,978百万円の減少、商品及び製品596百万

円の増加、仕掛品529百万円の増加などにより、合計で1,609百万円の増加となりました。

固定資産は、有形固定資産107百万円の減少、投資有価証券74百万円の減少などにより、合計で149百万円の減少

となりました。

負債合計は、1,538百万円の減少となりましたが、その主な要因は次のとおりであります。

流動負債は、支払手形及び買掛金856百万円の増加、未払法人税等873百万円の減少、未払消費税等246百万円の

減少などにより、合計で504百万円の減少となりました。

固定負債は、長期借入金1,369百万円の減少、繰延税金負債211百万円の増加などにより、合計で1,033百万円の

減少となりました。

純資産は、利益剰余金2,319百万円の増加、為替換算調整勘定1,367百万円の増加などにより、合計で2,998百万

円の増加となりました。
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前連結会計年度 当連結会計年度 増減

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,850 7,987 2,137

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,142 △2,200 941

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,363 △4,071 △708

現金及び現金同等物の期末残高 20,337 22,597 2,259

第68期

2019年3月期

第69期

2020年3月期

第70期

2021年3月期

第71期

2022年3月期

第72期

2023年3月期

自己資本比率（％） 74.1 74.5 76.4 77.2 79.3

時価ベースの自己資本比率（％） 69.7 53.6 65.9 55.9 60.1

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） 168.2 78.3 154.3 85.2 45.2

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 178.7 385.4 222.4 249.6 676.0

②キャッシュ・フローの状況

（単位：百万円）

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ2,259百

万円増加し、22,597百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、前連結会計年度に比べ2,137百万円増加し7,987百万円となりました。主な内訳

は、税金等調整前当期純利益5,929百万円、減価償却費3,276百万円、売上債権の減少額2,321百万円、棚卸資産の

増加額750百万円、法人税等の支払額2,395百万円などであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果支出した資金は、前連結会計年度に比べ941百万円減少し2,200百万円となりました。主な内訳

は、有形固定資産の取得による支出2,593百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は、前連結会計年度に比べ708百万円増加し4,071百万円となりました。これは配当

金の支払額1,812百万円、長期借入金の返済による支出1,369百万円、自己株式の取得による支出1,001百万円など

であります。

なお、当企業グループのキャッシュ・フロー指標の推移は下記のとおりであります。

※自己資本比率＝自己資本÷総資産

時価ベースの自己資本比率＝株式時価総額÷総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率＝有利子負債÷営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ＝営業キャッシュ・フロー÷利払い

1.各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

2.株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式を除く）により算出しております。

3.営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しており

ます。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債（ただし、リ

ース債務を除く）を対象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支

払額を使用しております。

（3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、通期における業績と今後の業績予想を踏まえ、将来の経営基盤強化のための投資と株主の皆様への利益還

元などを考慮しつつ、安定的かつ継続的な配当を基本とし、30％以上の連結配当性向を目指してまいりました。今後

につきましては業績を踏まえ、長期的な視点から利益還元に努めてまいります。

当期の期末配当につきましては、１株につき28円とさせていただく予定です。年間配当金はこれに中間配当の27円

を加え、１株につき55円（連結配当性向：41.5％）となります。

なお、次期の配当（予想）につきましては、次期業績予想および今後の成長を踏まえ、１株につき70円（連結配当

性向：50.0％、中間配当金35円）とさせていただく予定です。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当企業グループは、日本基準により連結財務諸表を作成しておりますが、国際会計基準の適用につきましては、日本

国内でのIFRS普及度合いを勘案しつつ、導入時期の検討を行う方針です。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,112 23,394

受取手形及び売掛金 19,832 17,854

商品及び製品 4,247 4,844

仕掛品 3,439 3,968

原材料及び貯蔵品 3,653 3,726

その他 932 1,006

貸倒引当金 △54 △22

流動資産合計 53,162 54,772

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 11,763 11,429

機械及び装置（純額） 5,546 5,740

工具、器具及び備品（純額） 1,599 1,559

土地 2,882 2,918

リース資産（純額） 54 66

建設仮勘定 867 858

その他（純額） 200 232

有形固定資産合計 22,913 22,805

無形固定資産

その他 349 344

無形固定資産合計 349 344

投資その他の資産

投資有価証券 6,635 6,560

長期貸付金 0 -

長期預金 20 20

繰延税金資産 305 342

退職給付に係る資産 108 95

その他 2,051 2,067

貸倒引当金 △16 △17

投資その他の資産合計 9,105 9,068

固定資産合計 32,367 32,218

資産合計 85,530 86,991

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,903 6,760

１年内返済予定の長期借入金 1,090 1,090

リース債務 64 94

未払費用 1,843 1,874

未払法人税等 1,261 387

未払消費税等 356 109

賞与引当金 1,192 1,174

役員賞与引当金 127 88

株主優待引当金 84 110

その他 1,191 920

流動負債合計 13,114 12,610

固定負債

長期借入金 3,893 2,523

リース債務 100 124

繰延税金負債 482 694

役員退職慰労引当金 72 42

役員株式給付引当金 113 113

退職給付に係る負債 538 639

資産除去債務 42 42

その他 582 611

固定負債合計 5,824 4,791

負債合計 18,939 17,401

純資産の部

株主資本

資本金 8,585 8,585

資本剰余金 9,615 9,615

利益剰余金 49,668 51,987

自己株式 △4,810 △5,499

株主資本合計 63,058 64,688

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,920 1,987

為替換算調整勘定 1,309 2,676

退職給付に係る調整累計額 △285 △403

その他の包括利益累計額合計 2,943 4,261

非支配株主持分 588 640

純資産合計 66,591 69,589

負債純資産合計 85,530 86,991
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

売上高 59,853 62,882

売上原価 39,636 42,972

売上総利益 20,217 19,909

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 74 91

荷造運搬費 1,362 1,297

報酬及び給料手当 5,997 6,140

賞与引当金繰入額 559 567

役員賞与引当金繰入額 130 92

退職給付費用 340 352

役員退職慰労引当金繰入額 21 17

役員株式給付引当金繰入額 48 42

福利厚生費 1,352 1,434

旅費及び交通費 242 283

通信費 220 209

消耗品費 363 379

交際費 32 66

賃借料 704 723

減価償却費 543 591

支払手数料 683 763

株主優待引当金繰入額 98 138

貸倒引当金繰入額 7 4

その他 1,573 1,657

販売費及び一般管理費合計 14,355 14,853

営業利益 5,861 5,056

営業外収益

受取利息 70 120

受取配当金 227 255

為替差益 256 436

受取保険金 188 102

その他 151 209

営業外収益合計 894 1,123

営業外費用

支払利息 22 10

デリバティブ評価損 196 402

その他 22 36

営業外費用合計 241 450

経常利益 6,514 5,730

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

特別利益

固定資産売却益 9 －

投資有価証券売却益 56 277

特別利益合計 65 277

特別損失

固定資産処分損 150 28

投資有価証券評価損 － 6

投資有価証券売却損 17 43

特別損失合計 168 78

税金等調整前当期純利益 6,411 5,929

法人税、住民税及び事業税 1,988 1,537

法人税等調整額 14 190

法人税等合計 2,003 1,728

当期純利益 4,408 4,201

非支配株主に帰属する当期純利益 83 69

親会社株主に帰属する当期純利益 4,325 4,132
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

当期純利益 4,408 4,201

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 84 67

為替換算調整勘定 1,370 1,423

退職給付に係る調整額 △98 △117

その他の包括利益合計 1,357 1,373

包括利益 5,765 5,574

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 5,686 5,449

非支配株主に係る包括利益 79 124

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 8,585 9,610 46,955 △5,144 60,006

当期変動額

剰余金の配当 △1,602 △1,602

親会社株主に帰属する当期
純利益

4,325 4,325

自己株式の取得 △1 △1

自己株式の処分 △9 335 326

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動

4 4

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － 4 2,713 334 3,052

当期末残高 8,585 9,615 49,668 △4,810 63,058

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘定
退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 1,835 △65 △187 1,582 967 62,557

当期変動額

剰余金の配当 △1,602

親会社株主に帰属する当期
純利益

4,325

自己株式の取得 △1

自己株式の処分 326

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動

4

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

84 1,374 △98 1,360 △379 981

当期変動額合計 84 1,374 △98 1,360 △379 4,033

当期末残高 1,920 1,309 △285 2,943 588 66,591

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 8,585 9,615 49,668 △4,810 63,058

当期変動額

剰余金の配当 △1,813 △1,813

親会社株主に帰属する当期
純利益

4,132 4,132

自己株式の取得 △1,001 △1,001

自己株式の処分 311 311

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動

－

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － － 2,319 △689 1,629

当期末残高 8,585 9,615 51,987 △5,499 64,688

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘定
退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 1,920 1,309 △285 2,943 588 66,591

当期変動額

剰余金の配当 △1,813

親会社株主に帰属する当期
純利益

4,132

自己株式の取得 △1,001

自己株式の処分 311

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動

－

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

67 1,367 △117 1,317 51 1,369

当期変動額合計 67 1,367 △117 1,317 51 2,998

当期末残高 1,987 2,676 △403 4,261 640 69,589

当連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 6,411 5,929

減価償却費 2,981 3,276

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △86 △81

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8 △30

賞与引当金の増減額（△は減少） 155 △23

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 39 △39

株主優待引当金の増減額（△は減少） △34 26

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 43 △0

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4 △36

受取利息及び受取配当金 △297 △375

支払利息 22 10

固定資産処分損益（△は益） 150 28

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △38 △227

売上債権の増減額（△は増加） △1,510 2,321

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,311 △750

仕入債務の増減額（△は減少） 316 715

未払費用の増減額（△は減少） 37 △53

その他 △78 △697

小計 6,814 9,991

利息及び配当金の受取額 325 403

利息の支払額 △23 △11

法人税等の支払額 △1,265 △2,395

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,850 7,987

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △484 △1,002

定期預金の払戻による収入 735 982

有形固定資産の取得による支出 △2,934 △2,593

有形固定資産の売却による収入 75 32

無形固定資産の取得による支出 △46 △75

投資有価証券の取得による支出 △508 △9

投資有価証券の売却による収入 145 418

保険積立金の積立による支出 △697 △227

保険積立金の払戻による収入 580 329

その他 △10 △56

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,142 △2,200

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △1,404 △1,369

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
△429 -

配当金の支払額 △1,602 △1,812

非支配株主への配当金の支払額 △38 △73

自己株式の取得による支出 △1 △1,001

自己株式の処分による収入 220 274

リース債務の返済による支出 △107 △89

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,363 △4,071

現金及び現金同等物に係る換算差額 405 544

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △249 2,259

現金及び現金同等物の期首残高 20,587 20,337

現金及び現金同等物の期末残高 20,337 22,597

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定会

計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定める経過

的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしま

した。これによる連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（取締役及び執行役員に対する株式給付信託（BBT）の導入）

当社は、2018年６月28日開催の第67回定時株主総会決議に基づき、当社の取締役（社外取締役を除きます。）及び

執行役員（以下「取締役等」といいます。）に対する業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（BBT）」（以下「本

制度」といいます。）を導入しております。

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託（以下、「本信託」といいます。）を通じて取得さ

れ、取締役等に対して、当社が定める役員株式給付規程に従って、当社株式及び当社株式を時価で換算した金額相当

の金銭（以下、「当社株式等」といいます。）が本信託を通じて給付される業績連動型株式報酬制度です。なお、当

社取締役等が当社株式等の給付を受ける時期は、原則として当社取締役等の退任時となります。

連結貸借対照表に計上した本制度にかかる株式会社日本カストディ銀行が保有する当社株式は、前連結会計年度末

260百万円(112千株)、当連結会計年度末221百万円(95千株)であります。

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引の再導入）

当社は、2020年11月４日開催の取締役会決議に基づき、従業員の福利厚生の増進及び当社の企業価値向上に係るイ

ンセンティブの付与を目的として、「株式給付信託（従業員持株会処分型）」（以下、「本制度」といいます。）を

再導入しております。本制度は、「オイレス従業員持株会」及び「オイレスグループ従業員持株会」（以下、「持株

会」といいます。）に加入するすべての従業員を対象に、当社株式の株価上昇メリットを還元するインセンティブ・

プランです。本制度の導入にあたり、当社は、当社を委託者、みずほ信託銀行株式会社を受託者とする「株式給付信

託（従業員持株会処分型）契約書」（以下、「本信託契約」といいます。）を締結します（本信託契約に基づいて設

定される信託を「本信託」といいます。）。また、みずほ信託銀行株式会社は株式会社日本カストディ銀行との間

で、株式会社日本カストディ銀行を再信託受託者として有価証券等の信託財産の管理を再信託する契約を締結しま

す。株式会社日本カストディ銀行は、信託Ｅ口において、本信託設定後５年間にわたり持株会が購入することが見込

まれる数に相当する当社株式をあらかじめ一括して取得し、以後、持株会の株式購入に際して当社株式を売却してい

きます。信託Ｅ口による持株会への当社株式の売却を通じて、信託終了時までに、本信託の信託財産内に株式売却益

相当額が累積した場合には、かかる金銭を残余財産として、受益者適格要件を充足する持株会加入者（従業員）に分

配します。他方、当社は、信託銀行が当社株式を取得するための借入に際し保証をするため、当社株価の下落等によ

り、信託終了時において、株式売却損相当額の借入残債がある場合には、保証契約に基づき当社が当該残債を弁済す

ることとなります。信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産

の部に自己株式として計上しております。

当該自己株式の帳簿価額は、前連結会計年度末636百万円(427千株)、当連結会計年度末363百万円(244千株)であり

ます。総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額は、前連結会計年度末618百万円、当連結会計年度末338百万

円であります。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

連結財務

諸表計上額

（注）３軸受機器 構造機器 建築機器 計

売上高

外部顧客への売上高 40,261 12,307 5,792 58,361 1,492 59,853 - 59,853

セグメント間の内部

売上高又は振替高
4 - 15 19 58 78 △78 -

計 40,265 12,307 5,808 58,380 1,551 59,931 △78 59,853

セグメント利益又は損

失（△）
2,975 2,519 342 5,837 26 5,863 △2 5,861

セグメント資産 50,374 13,686 4,622 68,683 583 69,266 16,264 85,530

その他の項目（注）４

減価償却費 2,822 114 44 2,980 0 2,981 - 2,981

減損損失 - - - - - - - -

有形固定資産及び無形固

定資産の増加額
3,032 343 21 3,397 - 3,397 - 3,397

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当企業グループの報告セグメントは、当企業グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能

であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討をおこなう対象と

なっているものであります。

当企業グループは、製品別の事業部等により、取り扱う製品について国内及び海外の包括的な戦略を立

案し、事業活動を展開しております。

したがいまして、当企業グループは、事業部等を基礎とした製品別のセグメントから構成されており、

「軸受機器事業」、「構造機器事業」及び「建築機器事業」の３つを報告セグメントとしております。

「軸受機器事業」は、オイルレスベアリング等を製造販売しております。「構造機器事業」は、支承、

免震・制震装置等を製造販売しております。「建築機器事業」は、ウィンドウ オペレーター、環境機

器、住宅用機器等を製造販売しております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計方

針に準拠した方法であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自2021年４月１日　至2022年３月31日）
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

連結財務

諸表計上額

（注）３軸受機器 構造機器 建築機器 計

売上高

外部顧客への売上高 43,881 11,375 6,132 61,390 1,491 62,882 - 62,882

セグメント間の内部

売上高又は振替高
2 - 0 3 41 44 △44 -

計 43,884 11,375 6,132 61,393 1,533 62,926 △44 62,882

セグメント利益又は損

失（△）
3,008 1,512 487 5,008 45 5,054 2 5,056

セグメント資産 52,976 11,457 4,999 69,433 618 70,052 16,939 86,991

その他の項目（注）４

減価償却費 3,056 180 38 3,275 0 3,276 - 3,276

減損損失 - - - - - - - -

有形固定資産及び無形固

定資産の増加額
2,464 198 32 2,695 0 2,696 - 2,696

（単位：百万円）

前連結会計年度 当連結会計年度

債権の相殺消去等 △2,355 △2,504

全社資産※ 18,619 19,444

合計 16,264 16,939

（単位：百万円）

日本 北米 欧州 アジア その他 合計

40,355 3,266 2,776 12,042 1,412 59,853

当連結会計年度（自2022年４月１日　至2023年３月31日）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、伝導機器事業等であります。

２．調整額の内容は以下のとおりであります。

（１）セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

（２）セグメント資産

※全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない余資運用資金（現金及び預金、有価証券）、長期投資資金

（金融機関の株式）及び繰延税金資産等であります。

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

４．減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用の償却額並びに増加額が含まれてお

ります。

【関連情報】

前連結会計年度（自2021年４月１日　至2022年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

（注）１．売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

２．アジアのうち、中国は7,096百万円であります。
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（単位：百万円）

日本 北米 欧州 アジア その他 合計

16,056 1,797 878 4,181 - 22,913

（単位：百万円）

日本 北米 欧州 アジア その他 合計

40,199 4,032 3,060 14,183 1,405 62,882

（単位：百万円）

日本 北米 欧州 アジア その他 合計

15,880 1,989 876 4,058 - 22,805

(2）有形固定資産

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める顧客はありません。

当連結会計年度（自2022年４月１日　至2023年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

（注）１．売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

２．アジアのうち、中国は7,980百万円であります。

(2）有形固定資産

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める顧客はありません。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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前連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

当連結会計年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

１株当たり純資産額 2,090.62円 2,214.78円

１株当たり当期純利益金額 137.58円 132.44円

前連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

当連結会計年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 4,325 4,132

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純

利益（百万円）
4,325 4,132

期中平均株式数（千株） 31,440 31,200

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）「期中平均株式数」は、連結財務諸表において自己株式として処理している株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ

口）が保有する当社株式を控除して算出しております。期末株式数は、前連結会計年度540千株、当連結会計年度

339千株、期中平均株式数は前連結会計年度615千株、当連結会計年度436千株であります。

（重要な後発事象）

（自己株式の取得）

当社は、2023年５月11日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される

同法第156条の規定に基づき、自己株式を取得することを決議いたしました。

（１）自己株式の取得を行う理由

株主還元の強化および資本効率向上のため

（２）自己株式の取得内容

　①取得する株式の種類

　　当社普通株式

　②取得株式の総数

　　650,000株（上限）

　③株式の取得価額の総額

　　1,000百万円（上限）

　④取得期間

　　2023年５月19日から2023年８月31日

　⑤取得の方法

　　信託方式による市場買付
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（単位：金額は百万円、構成比は％）
　

期首受注残高 受注高 売上高 期末受注残高

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

軸受機器 2,812 22.4 40,756 66.9 40,261 67.2 3,307 24.5

構造機器 8,664 69.2 12,567 20.7 12,307 20.6 8,924 65.9

建築機器 753 6.0 5,884 9.7 5,792 9.7 845 6.3

報告セグメント計 12,230 97.6 59,208 97.3 58,361 97.5 13,077 96.7

その他 299 2.4 1,635 2.7 1,492 2.5 442 3.3

合計 12,529 100.0 60,843 100.0 59,853 100.0 13,519 100.0

（単位：金額は百万円、構成比は％）
　

期首受注残高 受注高 売上高 期末受注残高

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

軸受機器 3,307 24.5 43,634 64.8 43,881 69.7 3,060 17.0

構造機器 8,924 65.9 15,099 22.4 11,375 18.1 12,648 70.4

建築機器 845 6.3 6,187 9.2 6,132 9.8 900 5.0

報告セグメント計 13,077 96.7 64,921 96.4 61,390 97.6 16,608 92.4

その他 442 3.3 2,421 3.6 1,491 2.4 1,372 7.6

合計 13,519 100.0 67,343 100.0 62,882 100.0 17,981 100.0

４．その他

受注及び販売の状況（連結）

前連結会計年度（自2021年４月１日　至2022年３月31日）

当連結会計年度（自2022年４月１日　至2023年３月31日）
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